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本体工　アーク設置

本体工　アーク中詰

本体工　継手処理

本体工　石篭据付

付属工　電気防食

後片付工

●今月の工事予定
平成28年3月

備考

東亜・本間・大本特定建設工事共同企業体

本工事は、横浜港南本牧ふ頭地区整備事業として、
鋼板セル工法で岸壁を築造する工事です。

工事内容

●お知らせ
今月は本体工のアーク設置、中詰、継手処理、石篭据付及び付属工の電気防食を施工します。工事は今月末で完了です。
近隣の皆様には大変ご不便をお掛けしますが、工事へのご理解とご協力をよろしくお願い致します。

京浜港湾事務所

工 事 名 横浜港南本牧地区岸壁(-18m)(耐震)築造工事(その２)

工　　期 平成27年10月15日～平成28年 3月30日

●工事箇所の詳細図

施工会社

床掘工・
基礎工等

MC-1岸壁

MC-2岸壁

MC-3岸壁

MC-4岸壁

鋼板セル２函
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今月の作業内容

写真①

引き続き安全を最優先し、無事故・無災害で竣工できるように、工事を進めて行きます。

岸壁法線
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【鋼板セル据付】

富津ヤードで製作した鋼板セル(直径24.5m

高さ32m 重量約400t)を起重機船で運搬し、

南本牧MC-4岸壁に据え付けます。

起 重 機 船

(1400ｔ吊)

【鋼板セル中詰】

据え付けた鋼板セルを安定させるため、

リクレーマ船で中詰材(千葉県産の砂岩

ズリ)を投入します。

写真②

リクレーマ船

(1500m3／h)

【アーク設置】

据付した鋼板セルの間にアーク(R8.23m

高さ32m 重量約70t)を起重機船で設置

します。

起 重 機 船

(1800ｔ吊)

標準断面図


